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設置の背景・概要　等

脳神経⾎管内治療は、低侵襲医療として広く国内外で認知されており、年々そのニーズは⾼まっている。しかし、アジア及び中近東地域では、脳神経⾎管内治療
を専⾨に⾏う医師が少なく、患者が脳神経⾎管内治療の恩恵を受けられない状況が続いている。その⼤きな理由として、アジア及び中近東地域では、脳神経⾎
管内治療を教育するためのシステムが整っていないことがあげられている。本邦では、平成 14 年より社団法⼈⽇本脳神経⾎管内治療学会が専⾨医制度を⽴ち
上げ、規定の症例数を術者及び助⼿として経験した医師に対して⼝頭および実技試験を⾏い、脳神経⾎管内治療を安全かつ有効に遂⾏できる⼒量があると判
断した医師に対して専⾨医資格を与え⾼い治療レベルの維持がなされている。しかし、アジア及び中近東地域では、このような専⾨医制度はいまだ存在していな
い。更に、専⾨医制度が確⽴した本邦においても特定の施設に症例が集中することにより、専⾨医試験受験資格を得るための機会を得ることができない若⼿医師
がいる。前述の背景に基づいて、脳神経⾎管内治療の習得を希望するアジア及び中近東地域の若⼿医師を順天堂⼤学において教育し、アジア及び中近東地
域の脳神経⾎管内治療のレベルアップを図り、更に、脳神経⾎管内治療学の効率的及び効果的な教育システムを構築すること。専⾨医試験受験資格を得るた
めの機会を得ることができない本邦の若⼿医師と多数の経験を共有することにより、本邦の脳⾎管内治療専⾨医育成の⼀助となること。実験的動脈瘤や動脈硬
化モデルなどの作成を背景に脳神経⾎管内治療で⽤いる新しい医療器材や薬剤の開発を⾏うこと。以上が講座開設の⽬的である。
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